
2017年度「里山の山野草を守る会」７月度全体会報告

　　　　　記録　今西　（金曜班）

日時：　2017年07月21日（金）　13:00～17:30

場所：　桜井市三谷地区　山野草園 （天気　晴れ　気温：東屋13時　３２℃）

参加者：　合計　　 ３９名

月曜班　９名　　火曜班　　９名　　　木曜班　５名

金曜班　11名　　実習生1名　　福岡ご夫妻　梅原先生

全体会

①　13:00　はじめの会

・10年ぶりにレッドデーターブックが発行される

　今までのA表２６種でしたが、月曜班ツレサギソウなど4種が加わり30種になった。

・事務局から、８月５日のNPO子ども自然体験に各班１名の応援依頼

　　　　　　　８月７日の全体会にバスが使えないので配車協力をお願いします。

②　13:30　　各班の観察保全活動　（梅原先生は月曜班指導に）

　　実習生は、福岡さんと作業・観察

③　15:00　終わりの会　（各班からの報告）

月曜班　　ヤマユリ（蕾が大半、あと1週間？）ギンバイソウ・チダケサシ・ツチアケビ

オオバノトンボソウ ・アキノタムラソウ・ツリガネニンジンなど

火曜班　　ササユリが終わってから見るべきものがあまりない、ヤマユリ3本に蕾が。

移植したユウスゲが3年目で花をつける。オトギリソウ・アクシバがみられた。

木曜班 ササユリ・スズランのあとで特にというものはない。オオバノトンボソウ

シュンランの緑色果実が５ｃｍぐらいに。サクラスミレに閉鎖花がついていた

金曜班 ヤマユリ・ユウスゲ・スズサイコ・ヌマトラノオ

見つけたマダイオウは川の増水のためか上部がなくなり

下部の葉が少しだけ残っていた。

　　　　　＊（シソジュースは福島さんが作ってきてくれました）

梅原先生の話

・ 新しい分類について

今までは、形態の違いに基づいて進化の系統を反映したものをまとめていたが、

APG体系では、DNAの分析から進化の中での植物の位置（グループ）わけを

している。見かけが同じでも全く違うグループになったり、なじみにくい面も

有ると思うが、これから図鑑などは、この体系になってくるでしょう。

・ ユウスゲについて

ホウジャク（蜂雀） 他のキスゲ（黄菅・・ニッコウキスゲなど）は昼に咲く、夕方から咲くことで

　　　他のものと棲み分け、生き残る戦略？　自家受粉しないので昆虫に花粉

　　　を運んでもらう必要がある、花の奥にある蜜を吸える昆虫

　　（主にホウジャク）が花粉を運んでいる。

　　　黄色の花は大陸系の花（日本では少ない）中国にはキンシンサイ（金針菜）

　　　というよく似た大きな植物がある。（高級食材らしい）

・ ヒメサユリなど移植しても低地では育たない、オオバノトンボソウも森林性の



植物で菌根菌と共生して育つので、違う環境では育たない。

・

個体数を長期間、調べている人は少ないので、三谷の活動は貴重である。

④　16:00　金曜班のフィールドへ出発

昼すぎの活動の時、咲きそうなのが少ししかなく、本当に夕方咲いてくれるのか心配

していましたが、多くのユウスゲの開花を見ることができて良かったです。

ヌマトラノオもちょうど見頃をむかえていました。

その横にあったオニスゲが大変珍しい

と教えていただきました。（ただの雑草

扱いをしていましたが・・・）

昨年、シカの食害で今年のヤマユリは少ししか咲きませんでしたが、このエリアの花は綺麗

ですね・・と言われました。

⑤　17:15　解散

暑い中、ご苦労様でした。 配車協力していただいた方、有り難うございました。
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